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＜週間連絡・連絡事項＞

･　明日、14:00に中居松男様のケア会議があります。（出席者・上平）
· 西病棟入院中の種市久子様が明日、デイケア見学予定です。

· 上半期の面接時、成績情意考課票を持参してください。

＜利用者様情報＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 種本　サハ様～自立支援法の認定調査の面談後、来所され「緊張して足が動かない。」と訴え、昼　

食は配膳で摂取。以後、プログラムは見学しています。　　　

· 我満　奈津紀様～生理が予定日より３日間遅れている事に対する不安訴え聞かれている。避妊具の　
　　　　　　　　挿入時、妊娠の可能性もあると婦人科医師より説明を受けたとの事。スタッフか　　
　　　　　　　　ら不安等の気分変動も月経不順の原因となる事を説明し、1週間様子を見て生理
　　　　　　　　が来なければ罹りつけの婦人科受診するよう勧めている。娘様が学童保育に行き　
　　　　　　　　たがらず、本人が知らない間にＡＴＭから引きだされたお金があった件もストレ
　　　　　　　　スになっている可能性もある為、経過を見ていく事とする。（通帳の暗証番号を
　　　　　　　　変更する事としている手続きは後日行なう）　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 杉澤　恵子様～昼食後薬を2日分持参し、食前薬は忘れてきている。外来報告し1回分のみ処方し　　
対処。本人に服薬状況を確認するが曖昧であり、自宅では薬をまとめて袋に入れているとの事。明日、残薬を持参していただき2日分ずつ本人に持参させ服用後の薬包はスタッフに見せてもらい、こまめな服薬管理をしていく。又、服薬がセットしやすいポーチを準備・使用していく。
· 北嶋　剛様　～本人より、明日の通所は欠席するとの電話連絡あり。理由は父親が認知症と診断さ

れ母親がパニックになり父親の様子を見ていてほしい。又、母親より借金をしていると知らされたが16日の受診日に主治医に相談するとの事。

· 村上　元道様～青山荘・デイスタッフ・本人と面談。盆明けから日課の乱れがあり、掃除など日常
　　　　　　　生活が以前に比べ出来ていないと青山荘スタッフから本人へ伝えている。スタッフ
　　　　　　　の評価に「自覚しているがうまくできない。」と話されている。本人から就労や幸
　　　　　　　房に向けての発言が聞かれるようになって来ている為、徐々に元のペースに戻す事
　　　　　　　が必要である事を本人へ説明していく。

· 中川原　義雄様～本人と面談し希望も考慮し選択プログラムは運動Ａ、クラブ活動は音楽に今後　

参加していただく。本人へは程よい状態でプログラムを続けられるようにと助言している。

＜外来情報＞

· 中居　松男様～入居先のアパートが決まり、「今日引越しだ」と主治医に報告している。

· 奥山　以依子様～弟様から入居費の振込みがないことから不安になり、昨夜は4時間しか眠れなか　
　　　　　　　　ったとの事。屯用の眠剤が定期薬となっている。鼻汁も訴えていたが保温に努め
　　　　　　　　るよう助言あり。

· 中川原　義雄様～テンションが上がってくると話出す時が多く心配との事で本人希望によりバレ
　　　　　　　　リンが追加処方される。今後1週間ごとの受診となる。

＜青山荘入所利用者様　検討＞

関口　禅様　（56）　統合失調症

○通所目標

他通所者と交流を持ち、緊張をほぐす。（人と話すと緊張する為）

自分の気持ちを相手に伝える話し方を覚える。（上手く人に気持ちを伝えられない為）

○現状

定時に来所され、欠席や遅刻の連絡は忘れない。自分に与えられた役割りや疑問点はスタッフに聞く事ができるが小声・前傾姿勢が多い。プログラムに参加するが参加状況に斑が見られる。肩の痛みを時々訴え、無理だと思う運動プログラムは見学している。

過去に、今は親しく話せる利用者と交流があった際、胃痛を訴えていたが現在はみられない。一部の利用者様との交流はあり。人と話すときはとても緊張するが表面上は隠せるとの事。「本当の気持ちは誰にも話せない。」と話している。今後の不安として、母親の死後に自宅生活をできるのかをあげている。（帰宅すると、母親とは別棟にて1人過ごす事が多い。近くに弟が住んでいる。）

○青山荘よりの情報

過去に断薬による病状悪化が見られたが、現在、服薬管理はできており幻聴や暴力行為はない。

料理プログラムには積極的に参加している。余暇時間に外出することあるが、近辺のスーパーに買い物に行く程度である。

○今後の対応として

　・対人技能を向上できるようなプログラムを本人のペースに合わせ提供する。

　・余暇時間を利用し、特定のメンバー以外との交流を持てるようにスタッフが仲介する。

・自己評価が高く何に対しても「出来ています」と話される為、定期的に本人及びスタッフで振り返りを行い、正当な評価が出来るように方向付けを行なう。










